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 【平成２２年度 事後評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

（評価意見） 

本研究は、造血幹細胞がどのように維持され、動員されるのかを理解すること、

また、より有効な骨髄移植や幹細胞を守る抗癌剤治療の基盤情報を得ることを目的

としている。 

本研究の推進により、造血幹細胞ニッチの同定、静止期幹細胞維持のニッチシグ

ナルの解析で優れた研究成果を挙げた。それとともに、ニッチ制御による骨随移植

の効率化や、低酸素性代謝スイッチによる幹細胞機能の増幅など、臨床応用の可能

性を期待させる研究成果を挙げている。 

本研究は極めて順調に進展し、幹細胞研究分野の発展に重要な貢献をなしたと評

価できる。 

 


